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「いかに副作用を軽減して治療
を継続するか」．われわれががん
薬物治療を開始する時に必ず考え
ることである．いくら最新のがん
治療，エビデンスの高い治療であ
っても，実際に治療に耐えること
ができなければその恩恵を得るこ
とはできない．また，がん治療に
前向きな患者ばかりではなく，副
作用への心配から自ら治療の道を
閉ざしてしまう方もおり，そのよ
うな患者に対しては一層丁寧な説
明が必要になる．このような時，
実践に強い参考書，副作用につい
て素早く整理できる本が手元にあ
ると心強い．本書は，好評を博し
た初版の刊行から 3年を経て，さ
らに内容を充実させた第 2版であ
り，医療従事者に求められる副作
用管理のポイント，経験に基づく
アドバイスが随所に挿入された実
践向けの本である．もちろん，患
者に要所を押さえた説明をする際
にも最適である．
本書は，抗がん薬投与後に発現

する主な副作用を取り上げ，その
発現率，好発時期，リスク因子，
評価方法をまとめている．また，
典型的な症例提示もあり，副作用
アセスメントの進め方をイメージ
できる．そして，第 2 版では，
「患者のみかたと捉えかた」を新
設し，腫瘍内科医が身体所見，検
査，副作用の評価方法を記載して
おり，診療の進め方を理解するの
に役立つ．また，各論では「味覚
障害」「不妊(性機能障害)」「栄養
障害」が新たに追加され，「免疫
関連有害事象(irAE)」の項目も
充実している．
評者ならこの本を次のように活

用する．担当患者に新たにがん薬
物治療が適用されるとき，抗がん
薬による副作用を pp. 8-10 の一
覧表(代表的な抗がん薬と副作用)
で大まかに確認する．そして，特
に太字の副作用(例えば，血液毒
性)については，各論の副作用項
目(例えば，発熱，血小板減少な
ど)を参考に，症状，リスク因子，

支持療法を確認し，評価項目・方
法についてプランを立てる．一
方，副作用が出現している場合に
は，各論から原因となりそうな抗
がん薬を推定していく．
本書の多くは，診療に従事して

いるがん専門薬剤師により執筆さ
れており，いわば，がん専門薬剤
師の知を結集した本である．若手
の薬剤師は本書を読めばきっと，
自信を持って処方提案ができるよ
うになるはずだ．また，副作用対
策についてこれほどコンパクトに
まとめられた書籍は他に見当たら
ず，全ての医療職種にお薦めでき
る一冊である．ぜひ，手元に置い
て活用してほしい．
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